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活動のプロセスに注目し，
成⻑を実感する⽣徒の育成を

目指すキャリア教育
〜「基礎的・汎⽤的能⼒」を指標として〜

京都市総合教育センター

研究課 研究員 田中 淳一

令和２年度 第22回教育研究発表会

・研究目的

・研究の柱

・実践例

・成果と今後の展望

本日の流れ

教科
目標

人間関係形成・
社会形成能⼒

⾃⼰理解・
⾃⼰管理能⼒

課題対応能⼒ キャリア
プランニング能⼒

⽣徒が活動のプロセスに注目し
成⻑を実感するために

・研究目的
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人間関係形成・
社会形成能⼒

⾃⼰理解・
⾃⼰管理能⼒

課題対応能⼒ キャリアプランニング
能⼒

基礎的・汎用的能力
に重点化

社会人

基礎力人間力

就職
基礎能力

主要能力
（キーコンピテンシー）

生きる力

学士力

教科
目標

人間関係形成・
社会形成能⼒

⾃⼰理解・
⾃⼰管理能⼒

課題対応能⼒ キャリア
プランニング能⼒

プロセスに
注目

継続性

多面的に
成長を実感

⽣徒が活動のプロセスに注目し
成⻑を実感するために

活動のプロセス

生徒・指導者双方に

「基礎的・汎用的能力」を

意識化できるようにする

・研究の柱
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「基礎的・汎⽤的能⼒」の
指標（参考資料）

各能力 京都市 番号 行動指標 行動指標につながる場面・考え方 

人
間
関
係
形
成 

社
会
形
成
能
力 

人
と
と
も
に 

社
会
を
生
き
る
力 

Ａ－１ 意見の違いに注目して聴く 
・お互いの意見を尊重し，他者の長所や感情を理解する 

・話している人の方を向き,自分の意見と照らしつつ聴く 

Ａ－２ 自分の考えを正確に伝える 
・分かりやすい発表になるような原稿を作る 

・伝えたい相手の方に体を向け,目を見てはっきりと話す 

Ａ－３ 他者と協働し，意見をまとめる 
・それぞれの意見を比較し，全員が納得できる意見にする 

・司会,記録など,話し合いが円滑に進むよう役割を果たす 

自
己
理
解 自

己
管
理
能
力 

自
分
を
知
り 

律
す
る
力 

Ｂ－１ 自分のよい点や強み，持ち味を知る 
・さまざまな活動を通して,自分にとって興味・関心があるものを見つける 

・他者からのコメントにより,自分の一面に気づいたり,再認識したりする 

Ｂ－２ 自分の得意な分野や方法を見つける 
・自分の好きなことや得意なことを生かし,授業や取組等で貢献する 

・得意なことや成功体験を拠り所として自分の可能性を信じ,挑戦する 

Ｂ－３ 達成感を次へのステップとして行動する 
・自分の考えを絶対視せず,感情をコントロールする 

・現状に満足せず,達成感を原動力として次の（より高い）目標を設定する 

課
題
対
応
能
力 

課
題
を
見
つ
け 

解
決
す
る
力 

Ｃ－１ 課題解決に向けて情報を集める 
・教科書や ICT 等から,課題に関わる資料を集める 

・集めた資料の中から,課題解決に向けて使用する情報を選択する 

Ｃ－２ 課題に対し計画を立てて処理・解決する 
・課題に対し,まず自分でよく考え,計画を立てる 

・他者のアイデアに触れ,協力して課題を処理・解決する 

Ｃ－３ 自分の計画を振り返り，次の課題に生かす 
・取組の結果だけでなく,過程がどうであったかに注目して振り返る 

・うまくいかなかった部分も振り返り,今後の活動で改善して取り組む 

キ
ャ
リ
ア 

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力 

夢
や
希
望
を 

つ
く
り
あ
げ
る
力 

Ｄ－１ 学校での学びと将来のつながりを認識する 
・日常生活において,現在学んでいる内容が生かされていることを知る 

・将来のためにも，今を大切にして学校での学びを進める 

Ｄ－２ 働くことの意義を見出す 
・仕事をしている人の考えや価値観に触れ,働くことに対する自分の考えをもつ 

・責任をもって自分に与えられた役割を果たす経験を積む 

Ｄ－３ 自分の進路や将来の生活について考える 
・自分の住む地域社会や,今後の社会全体の変化について知る 

・自分の目指すべき進路あるいは将来を暫定的に計画し,行動する 

留意点
・指標に挙げられた内容だけが
「基礎的・汎⽤的能⼒」ではない

・１つの教科の中で，12項目全てを
満たすものと考える必要はない

共有

・実践例

（１）Ａ校 第１学年社会科
（２）Ｂ校 第３学年数学科

内容 ①指導者に意識化
②指標の導入
③指標を活用した振り返り

（１）Ａ校 第１学年社会科

①指導者に意識化
→ 指標をそのまま活用

⽣徒だけでなく，
指導者も授業の見通し
をもつことにつながる
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自分の得意な
ことを生かす

（指標Ｂ－２）

課題を計画的に
処理・解決する
（指標Ｃ－２）

指標の項目を，指導者が事前に意識化
→授業における場面設定の意味を考える

②指標の導入 学校⽣活を通して
どんな⼒が身に付く？

生徒に意識化

③指標を活用した振り返り
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指標の活用
自分の考えを正確に伝える

価値付け

③指標を活用した振り返り

③指標を活用した振り返り

教科目標に対する
振り返りが十分でない

指導者が
明示する

経済発展
技術
資源

指標の活用
（課題解決に向けて

情報を集める）

教科目標に対する
振り返り

③指標を活用した振り返り
（アフリカ州）
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授業の様子

・他者と協働し，意見
をまとめる (Ａ-３)

・課題解決に向けて
情報を集める(Ｃ-１)

振り返りで指標を活⽤
→活動のプロセスに
注目して振り返る

指導者が
生徒に意識化

生徒が挙げた指標項目（社会科）

項目 回数（回） 割合（％，Ｎ＝３０３） 

Ａ-１ ５０ １６．５ 

４１．３ Ａ-２ ３３ １０．９ 

Ａ-３ ４２ １３．９ 

Ｂ-１ １２ ４．０ 

１８．１ Ｂ-２ ２１ ６．９ 

Ｂ-３ ２２ ７．２ 

Ｃ-１ ６８ ２２．４ 

３６．０ Ｃ-２ ２２ ７．３ 

Ｃ-３ １９ ６．３ 

Ｄ-１ ８ ２．６ 

４．６ Ｄ-２ ４ １．３ 

Ｄ-３ ２ ０．７ 

 

指導者が意識化した項目を
多くの⽣徒が意識

全ての項目が
挙がっていた

人間関係形成・
社会形成能⼒

課題解決に向けて
情報を集める

定期的な
振り返り キーワード

①どのような学びがあったか
→調べたことや知ったことから
考えた自分の意見を書くことが
できるようになりました。

（指標Ａ−２）

②自分の成⻑，今後の課題
→友達の考えたことやキーワード
を使って今後に活かせるように
なりたいです。

（指標Ａ−１）

③今後，どんな⼒を発揮したいか
→自分の考えを正確に，伝えるこ
とができるようにしていきたい

（指標Ａ−２）
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（２）Ｂ校 第３学年数学科

①指導者に意識化
→ 指標から項目を絞って提示

⽣徒の実態，数学科の
特性を考え，付けたい
⼒を明確化したい

指標プリント
（Ｂ校）

 

数学の授業（活動）を通して，どんな力がつくのかな？ 

今日の授業を振り返ってみよう！ 

 
「数学の授業（活動）を通して，いろいろな力（例えば下のような力）がつけられると考えています。 

これらの力は，みんなが将来を切り拓く上で，大切なものばかりです。普段の振り返りを少し，深めて

みませんか。今日の授業は，どの程度理解ができたかな？学んだ内容は？どんな力がつけらるか

な？この作業を少しずつ重ね，新しい学び，確かな力につなげていきましょう。 

 

★A）人とともに社会を生きる力 

①意見の違いに注目して聴く 
話している人の方を向き，自分の意見

と合わせながら聴くことができる。 

②自分の考えを正確に伝える 

相手に分かりやすい説明をすることを 

心がけ，自分の考えを発表することが

できる。 

③他者と協働し，意見をまとめる 

それぞれの意見を比較し，全員が納得 

できる意見にするため，自分の役割を 

果たすことができる。 

★B）自分を知る力 

④自分のよい点や強み，持ち味を知る 

さまざまな活動を通して，自分にとっ

て興味・関心があるものを見つけるこ

とができる。 

⑤自分の得意な分野や方法を見つける 
自分の好きなことや得意なことを生か

し，授業や活動等で貢献できる。 

★C）課題を見つけ解決する力 

⑥課題に対し計画を立てて処理・解決する 
他者のアイデアに触れ，協力して課題を 

処理・解決できる。 

★D）夢や希望をつくりあげる力 

⑦学校での学びと将来のつながりを認識する 

日常生活において，現在学んでいる内

容が生かされていることを知ることが 

できる。 

指標から
７つの項目に
絞って提示

指標プリント（Ｂ校）

 

数学の授業（活動）を通して，どんな力がつくのかな？ 

今日の授業を振り返ってみよう！ 

 
「数学の授業（活動）を通して，いろいろな力（例えば下のような力）がつけられると考えています。 

これらの力は，みんなが将来を切り拓く上で，大切なものばかりです。普段の振り返りを少し，深めて

みませんか。今日の授業は，どの程度理解ができたかな？学んだ内容は？どんな力がつけらるか

な？この作業を少しずつ重ね，新しい学び，確かな力につなげていきましょう。 

 

★A）人とともに社会を生きる力 

①意見の違いに注目して聴く 
話している人の方を向き，自分の意見

と合わせながら聴くことができる。 

②自分の考えを正確に伝える 

相手に分かりやすい説明をすることを 

心がけ，自分の考えを発表することが

できる。 

③他者と協働し，意見をまとめる 

それぞれの意見を比較し，全員が納得 

できる意見にするため，自分の役割を 

果たすことができる。 

★B）自分を知る力 

④自分のよい点や強み，持ち味を知る 

さまざまな活動を通して，自分にとっ

て興味・関心があるものを見つけるこ

とができる。 

⑤自分の得意な分野や方法を見つける 
自分の好きなことや得意なことを生か

し，授業や活動等で貢献できる。 

★C）課題を見つけ解決する力 

⑥課題に対し計画を立てて処理・解決する 
他者のアイデアに触れ，協力して課題を 

処理・解決できる。 

★D）夢や希望をつくりあげる力 

⑦学校での学びと将来のつながりを認識する 

日常生活において，現在学んでいる内

容が生かされていることを知ることが 

できる。 

Ａ）人間関係形成・
社会形成能⼒

他者とともに協働して
取り組むことの大切さを
伝える

（指標Ａ−１〜３）

Ｂ）自己理解・
自己管理能⼒

難しい問題でも，自分
なりに取り組むことがで
きた実感をもたせる

（指標Ｂ−１，２）
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指標プリント（Ｂ校）

Ｃ）課題対応能⼒

第３学年ということもあ
り，計画的に課題解決する
という視点に焦点化

（指標Ｃ−２）

Ｄ）キャリアプランニング
能⼒

学校での学びと将来との
つながりを実感させるとい
う視点に焦点化

（指標Ｄ−１）

①意見の違いに注目して聴く 
話している人の方を向き，自分の意見

と合わせながら聴くことができる。 

②自分の考えを正確に伝える 

相手に分かりやすい説明をすることを 

心がけ，自分の考えを発表することが

できる。 

③他者と協働し，意見をまとめる 

それぞれの意見を比較し，全員が納得 

できる意見にするため，自分の役割を 

果たすことができる。 

★B）自分を知る力 

④自分のよい点や強み，持ち味を知る 

さまざまな活動を通して，自分にとっ

て興味・関心があるものを見つけるこ

とができる。 

⑤自分の得意な分野や方法を見つける 
自分の好きなことや得意なことを生か

し，授業や活動等で貢献できる。 

★C）課題を見つけ解決する力 

⑥課題に対し計画を立てて処理・解決する 
他者のアイデアに触れ，協力して課題を 

処理・解決できる。 

★D）夢や希望をつくりあげる力 

⑦学校での学びと将来のつながりを認識する 

日常生活において，現在学んでいる内

容が生かされていることを知ることが 

できる。 

②指標の導入

単元「図形と相似」
目標 友だちと意見を出し合い，

今までに学習した比を組み合わせて
問題を解決できる

指標項目Ａ（人間関係形成・
社会形成能⼒）の意識化

本時既習内容

どこの図形（部分）
に注目したか

自分でどこまで
考えられたか

意見を出し合う
ポイントを明示
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指標Ａ－１
意見の違いに注目して聴く

学びの要因
友だちの発言から
（注目して聴く）

③指標を活用した振り返り（生徒Ａ）

今後の
課題

活動のプロセス
に注目し，
成⻑を実感

③指標を活用した振り返り（生徒Ｂ）

自分の考えを
正確に伝える

項目 人数（人） 割合（％，Ｎ＝４４） 

Ａ-１ １０ ２２．７ 

６３．６ Ａ-２ ７ １５．９ 

Ａ-３ １１ ２５．０ 

Ｂ-１ ５ １１．４ 
１１．４ 

Ｂ-２ ０ ０ 

Ｃ-２ １０ ２２．７ ２２．７ 

Ｄ-１ ０ ０ ０ 

未記入 １ ２．３ ２．３ 

 

生徒が挙げた指標項目（数学科）

指導者が意識化した項目を
多くの⽣徒が意識

解決できた達成感

解決方法の習得

人間関係形成・社会形成能⼒

自分のよい点や強み，持ち味を知る

課題に対し計画を立てて処理・解決する
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・研究の成果 （アンケート①）

①授業（学習）を通して，
どのような点で成長できたと思いますか？

・自分の考えを表せるようになった。

・教科書の課題に関わる資料で
知ったことを活用する力。

・考える力を，少し，できたと思う。
まとめる力は，あまりできなかった。
もっと成長する。

・研究の成果 （アンケート②）

②学んだ内容の中で，どのようなことを他の
場面で生かすことができると思いますか？

・つながりを考えたり，
資料を見て探したりすることができる

・相手に自分の意見を伝える

・他の教科や自分の考えをまとめる力
にも生かしていけると思う！

・研究の成果 （アンケート③）

③これから授業（学習）に取り組む上で，
どんな力が大切だと感じましたか？

・短時間で多くの情報を見つける。

・自分の考えをわかりやすく文章にする
力。わかりやすく人に伝える力。

・自分の考えも一緒にまとめる力。
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生き方探究パスポート「あゆみ」

・研究の成果 （⽣徒の記述内容）

学習面に注目し，
振り返る材料に

教科での
振り返り

・研究の成果 （まとめ）

付けたい力を共有

（⽣徒）
・活動の成果だけでなくプロセスにも注目する

→自分なりの基準で成⻑を実感
・次の活動に対する意欲の高まり

（指導者）
・授業中に⽣徒が何を頑張ろうとしていたか，
成⻑を見取ったり，価値付けたりする視点に

○他教科での授業実践

○振り返りのさらなる充実
→教科目標に対する振り返りの記述に，

指標に関わる内容が自然と出るように

○校種間連携を意識した実践

・今後の展望
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活動のプロセスに注目し，
成⻑を実感する⽣徒の育成を

目指すキャリア教育
〜「基礎的・汎⽤的能⼒」を指標として〜

京都市総合教育センター

研究課 研究員 田中 淳一

上記ＱＲコードより，アンケートにご協力下さい。



「基礎的・汎用的能力」 …将来に向けて大切な力。ですが，「今」この時にも大切！学校での色々な場面で発揮しよう  

各能力 京都市 番号 行動指標 行動指標につながる場面・考え方 

人
間
関
係
形
成 

社
会
形
成
能
力 

人
と
と
も
に 

社
会
を
生
き
る
力 

Ａ－１ 意見の違いに注目して聴く 
・お互いの意見を尊重し，他者の長所や感情を理解する 

・話している人の方を向き,自分の意見と照らしつつ聴く 

Ａ－２ 自分の考えを正確に伝える 
・分かりやすい発表になるような原稿を作る 

・伝えたい相手の方に体を向け,目を見てはっきりと話す 

Ａ－３ 他者と協働し，意見をまとめる 
・それぞれの意見を比較し，全員が納得できる意見にする 

・司会,記録など,話し合いが円滑に進むよう役割を果たす 

自
己
理
解 自

己
管
理
能
力 

自
分
を
知
り 

律
す
る
力 

Ｂ－１ 自分のよい点や強み，持ち味を知る 
・さまざまな活動を通して,自分にとって興味・関心があるものを見つける 

・他者からのコメントにより,自分の一面に気づいたり,再認識したりする 

Ｂ－２ 自分の得意な分野や方法を見つける 
・自分の好きなことや得意なことを生かし,授業や取組等で貢献する 

・得意なことや成功体験を拠り所として自分の可能性を信じ,挑戦する 

Ｂ－３ 達成感を次へのステップとして行動する 
・自分の考えを絶対視せず,感情をコントロールする 

・現状に満足せず,達成感を原動力として次の（より高い）目標を設定する 
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Ｃ－１ 課題解決に向けて情報を集める 
・教科書や ICT 等から,課題に関わる資料を集める 

・集めた資料の中から,課題解決に向けて使用する情報を選択する 

Ｃ－２ 課題に対し計画を立てて処理・解決する 
・課題に対し,まず自分でよく考え,計画を立てる 

・他者のアイデアに触れ,協力して課題を処理・解決する 

Ｃ－３ 自分の計画を振り返り，次の課題に生かす 
・取組の結果だけでなく,過程がどうであったかに注目して振り返る 

・うまくいかなかった部分も振り返り,今後の活動で改善して取り組む 
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Ｄ－１ 学校での学びと将来のつながりを認識する 
・日常生活において,現在学んでいる内容が生かされていることを知る 

・将来のためにも，今を大切にして学校での学びを進める 

Ｄ－２ 働くことの意義を見出す 
・仕事をしている人の考えや価値観に触れ,働くことに対する自分の考えをもつ 

・責任をもって自分に与えられた役割を果たす経験を積む 

Ｄ－３ 自分の進路や将来の生活について考える 
・自分の住む地域社会や,今後の社会全体の変化について知る 

・自分の目指すべき進路あるいは将来を暫定的に計画し,行動する 


